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今
月
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こ
よ
み

世
界
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デ
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天
白
川
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当
日

79 
日

月
間
行
事

O
存
の
全
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火
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予
防
迎
動

O
新
入
学
児
読
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交
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市
故
か

ら
つ
る
迎
動

O
匝
し
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横
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す
る
運
動月
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官

実
施
さ
れ
ま
す
。

十
四
万
円、

ま
た、

二
十
万
円

で
今
小
プ
l
ル
の
温
水
施
設
が

.雌"・・砂川ト-哨仰4・・v榊仰

り
ま
す。

と
く
に
投
資
的
経
費
を
確
保

す
る
よ
う
経
常
貨
を
極
力
押
え

あ
く
ま
で
健
全
財
政
を
く
ず
さ

な
い
よ
う
つ
と
め
、
き
め
こ
ま

か
く
、
町
民
生
活
の
向
上
を
は

か
る
た
め
の
諸
施
策
を
抵
占
的

に
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

で
は
、

一
般
会
計
の
科
目
ご

と
の
使
い
み
ち
を
紹
介
し
ま
す

投行・4叩刷，-川，-岨
費政
的経
経費
費の
の節
確減
保と

~: (第13日).，............昭和44年4月20日1::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::::広細いまかね:::::::::::::( 2 )・H・M・-

今
金
町
の
昭
和
凶
十
四
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
は
三
月
十
八
日
か
ら
閃
か
れ
て
い
た
第
一

固
定

例
町
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
六
日
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
開
醐
進
今
金
町
の
町
づ
く
り
の
た
め
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
事
業
内
容
か
ら
ひ
ろ
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

特別会計 161，377千円

/ 
一般会計462，200干円

国
の
予
算
な
ど
の
見
通
し
を
参

酌
し
、
既
定
経
授
の
適
正
配
分

方
針
に
治
っ
て
編
成
さ
れ
て
お

メ為

'" 
歳 入 歳 出 割

新
年
度
の
予
算
総
額
は
、
六

億
二
千
三
百
五
十
七
万
七
千
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に

く
ら
べ
て
九
千
七
百
二
万
円
ふ

え
、
か
つ
て
な
い
大
型
予
算
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一

般
会
計
は
四

億
六
千
二
百
二
十
万
円
、
事
業

の
な
か
で
収
支
を
ま
か
な
う
特

別
会
計
は
一
億
六
千
百
三
十
七

万
七
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
般
会
計
の
財
源
の
う
ち
主

な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
の

一

抽
出
八
千
四
十
三
万
九
千
円
〈
予

抗
比
三
十
九
必
)
、
国
と
道
の

支
出
金

一
億
七
百
十
九
万
四
千

円
(
同
二
十
四
必
)
町
税
六
千

四
十
九
万
円
(
同
十
一
二

M
M
町

前
五
千
六
百
五
十
万
円

(
同
十

二
伝
〉
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
前
年
度
に
く
ら
べ
て
、

小
学
校
の
改
築
な
ど
に
よ
り
、

国
庫
支
出
金
、
町
伎
の
伸
び
が

め
だ
っ
て
い
ま
す。

基
本
行
政
経
費
の
節
減
な
ど

の
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は

産

業

基

盤

を

確

立

し

教
育
施
設
の
充
実
を
は
か
る

産

業

車直

済

産
業
基
盤
確
立
の
た
め
、
農

林
水
産
業
費
で
は
総
合
か
ん
ば

い
事
業
、
換
地
事
業
促
進
曲
目と

し
て
三
百
六
十

一
万
八
千
円
、

種
川
地
区
農
業
構
造
改
普
事
業

に
五
百
九
十
七
万
七
千
円、

ま

た
段
業
労
務
需
給
開
張
対
策
、

開
妬
者
離
脱
斑
対
策
、
飼
料
作
物

禍
制
度
対
策
、
出
村
市
化
対
飯
事

業
に
合
わ
せ
て
四
百
二
十
二
万

七
千
円
、

地
域
特
産
段
探
推
進

事
業
に
百
九
十
二
万
四
千
円
、

開
拓
道
路
整
備
事
業
に
八
百
九

十
一
万
八
千
円
。

林
業
振
興
の
た
め
の
ポ
フ
ラ

栽
培
、
冷
害
備
林
造
成
、

青
少

年
林
業
育
成
の
補
助
金
に
六
十

六
万
円
、
豊
田

l
金
原
線、

神

沢
線
各
林
道
事
業
に
千
五
百
五

十
二
万
二
千
円
、
公
有
林
造
林

事
業
に
六
百
七
十
四
万
二
千
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す。

ま
た
、
地
一
五
商
工
業
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
商
工
会
へ
の

助
成
金
百
万
円
を
干
算
化
し
て

い
ま
す
。

思mmu仙mUllllUJI制 nUtllUHslUUI川tll1lllUUnUHUnmUllll!lltlllUll11mlUl1UUllllUln聞l閉 山 ，.恒温

44年度の町づくり予算決る

の

教多
年
懸
案
だ
っ
た
今
金
小
学

校
白
改
築
は
い
よ
い
よ
本
年
度

か
ら
着
工
と
決
ま
り
、
筋
一
期

工
事
分
と
し
て
四
千
六
百
六
十

万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た、

焼
失
し
た
神
丘
小
学

校
の
再
建
費
用
は
備
品
も
合
的

三
千
三
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、

一
日
も
早
い
再
健
を
急
い
で
お

り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
完
成
し
た

青
少
年
会
館
の
内
容
を
充
実
す

る
た
め
、
備
品
購
入
等
に
二
百

τ企<

同

，d-
ヱミ般

第 1固定例町議会

i '旅館…蹴日開路は JH而
によく調べよう。
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符
前
か
ら
利
用
顕
教
が
減
'
少
し

亜
雷
同
蝉
な
状
棋
に
あ
る

t
め

五
月
限
り
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

改
時
の
た
め
報
酬
の
引
き
上
げ

を
行
な
い
百
三
十
三
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

が
、
こ
れ
に
五
百
九
十
四
万
九

千
円
の
凸
判
企
を
支
出
し
ま
す

交

通

安

全

ー

交
通
wv
故
が
激
附
し
て
い
る

今
円
、
交
通
安
全
恵
訟
の
普
及

と
対
策
の
た
め
、
交
通
安
全
際

滋
之
安
全
拡
を
四
十
五
万
円
で

刀
杭
し
ま
す
。

町
道

の
舗

装

と
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橋
り
ょ
う
の
永
久
化
を
重
点
に

om品
水
r
刷
会
計

給
水
人
ロ
と
使

用
水
却
の
別
に
よ
る

飲
料
水
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
五
百
-
一

万
円
で
補
水
抱
設
を

特
例
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
料
金
の
徴
収
は

民
間
苦
託
と
し
て
続
的
の
節
減

を
は
か
る
考
え
で
寸
。

特別会 計

設
川
崎
梨
替
な
ど
で
同
4
1
九
百

二
十
三
万
五
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

千
占木
・

炎
害
復
旧

可
決
さ
れ
た

お
も
な
条
例

土
木
間
に
あ
っ
て
は
、
町
道

舗
装
化
の
第
一
年
次
之
し
て
昭

和
線
舗
装
事
業
及
び
街
路
事
業

に
四
百
一
一
十
六
万
六
千
円
、
継

続
事
業
の
金
原
良
免
道
路
事
業

に
四
百
九
十
八
万
七
千
円
、
ま

た
初
回
橋
、
花
里
栂
の
木
久
桶

梨
替
市
業
に
一
千
五
十
万
円
、

第
二
幹
線
川
改
修
事
梁
に
九
百

四
十
七
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

災
特
復
旧
耶
撲
と
し
て
は
、

衛

生

福

祉

ー
昨
年
か
ら
社
会
J

刑
制
施
設
整

備
事
業
の
一
践
と
し
て
指
足
し

た
部
部
稲
制
会
館
建
設
事
業
柿

肋
と
し
て
J

ハ
サ
七
万
ニ
千
円
、

ま
ん
、
切
る
い
町
を
め
ざ
す
防

犯
灯
般
町
市
栄
に
十
二
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

北
部
桧
山
三
町
の
し
尿
処
現

場
は
今
駄
に
完
成
の
干
定
で
す

O
町
以
は
の
給

U
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
疋

O
町
消
防
川
口
の
定
只
、
任
免

服
務
に
閉
す
る
条
例
の
一
部
改

『

d
HO

町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部

改
花

O
町
公
引
い
宅
相
拠
金
例
の
一

部
改
TK

O
町
特
別
会
計
条
例
の
-
部
改

置O
有
給
必
円
H
込
問
料
退
職
給
与

金
泣
族
扶
則
料
条
例
の
一
部
改

正。
町
住
民
法
本
台
帳
施
行
条
例

の
制
定

O
今
金
町
刊
少
年
会
館
条
例
の

制
定

。
町
牛
馬
符
条
例
の
廃
止

。
町
公
平
委
員
会
の
服
務
の

2

宵
に
附
す
る
条
例
の
制
定

O
町
職
n
H
に
対
す
る
業
務
手
当

支
給
条
例
の
制
定

+
刀p
 

曲目前
防
施
設
は
年
次
計
阿
で
充

実
に
務
め
て
い
ま
す
が
、
今
年

肢
は
防
火
水
そ
う
新
設
工
法
、

引
戸
式
消
火
除

一
弘
、
小
型
動

力
ポ
ゾ
プ

一
台
、
ジ

エ

ツ

ド

i
ス
等
に
二
円
買
」
」
ハ
万
ハ
守

円
、
そ
の
他
消
肋
間
ぬ
の
仲
辿

O
M保
会
計
事
官
仰
い
正

ニ
「
ハ
2H
冗
十
一
一
白
川
二
千
円

の
川
氏
肘
肱
保
険
税
と
ニ
一
千
三

U
間
十
ヒ
万
一
苛
門
が
お
も
な

財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

蹴
出
で
は
、
療
雄
、
防
産
、

葬
祭
な
ど
の
保
険
給
付
引
に
五

千
七
百
六
十
万
九
千
円
、
家
庭

常
附
薬
の
配
付
に
五
寸
六
万
円

な
ど
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

1

1
11

1
1
1

1

4

1

1
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l
t
e
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l
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1.605 

85，234 
2，946 

20 

1日， 177

i……7 
分但金RV'負担金1.019

繰入金 3，330
町 il'¥ その他1.011 i総務技 2幻
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国民地版保険会計施設勘定

[医 業 収 益

1 J呈梁外収益

l医業 技 用

l医業外費用
予備 qfi

i町品木道ー軒並会計

国民健lrt保険会計事業勘定

(保険税
闘Jill主出金

その他

(総務費
保険給付~
保険施設校

その他

。
国
保
会
計
施
設
勘
定

お
も
な
財
源
は
、
入
院
、
外

来
な
ど
の
医
業
収
続
八
千
六
百

五
十
九
万
五
千
円
で
、
人
判
別

材
料
貨
な
ど
の
医
築
技
用
に
八

千
五
刊
ニ
イ
三
万
四
千
円
が
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

/1¥ 

入

u.¥ 

入

111 

入

i担

成

主

収

ぷ品

五百

こ
の
他
凱
情
。
刊
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

。
と
場
会
計

と
場
会
計
に
つ
い
て
は
、
数
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聞
道
刊
一
年
の
郎
か
し
い
北

海
道
二
世
紀
を
告
げ
る
附
和
四

十
四
年
度
に
あ
た
り
、
改
め
て

そ
の
武
務
の
亜
大
さ
を
認
識
し

自
治
の
梢
神
に
の
っ
と
り
愈
々

精
進
努
力
し
て
一
層
の
膏
起
を

誓
う
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
今
干
名
実
主
も
に
道

南
随
一
の
穀
倉
地
借
と
し
て
そ

の
生
産
額
は
二
十
二
億
円
に
及

び
、
さ
ら
に
北
部
桧
山
総
合
か

ん
ば
い
事
業
、
段
、
林
そ
れ
ぞ

れ
の
構
造
改
普
事
業
の
実
施
等

に
よ
り
、

将
来
の
展
望
は
洋
々

3・0健 康 で 明 る く=0=0=O=2

g=0=0=0豊かな町をめざして03

、l 
A
J
U
 

;;:>. 

L主v--

昭
和
四
十
四
年
度

(
川
K
U
川
)
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ー 全国町村会から表彰状L
=今金町=

た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
民
怒
附
に
掛
げ
ら
れ
て
い

る
『
他
版
に
し
て
明
る
く
般
か

な
町
づ
く
り
』
そ
れ
は
金
町
民

の
聞
い
で
あ
り
、
不
門
広
の
五

十
年
に
及
ぶ
自
治
体
事

U
C
念

願
で
も
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
わ
が
町
は
、
品

種
の
産
業
振
興
施
策
は
申
'す
に

及
ば
ず
、
道
路
、
交
通
対
策
、

民
村
集
団
電
話
、
へ
き
地
飲
料

水
対
策
、
段
村
電
化
事
業
等
地

峡
格
差
を
是
正
し
て
町
民
の
ヨ

活
水
準
向
上
の
た
め
の
却
施
策

新

入

学

児

童

を

交

通

事

故

か

ら

守

ろ

う

今
金
町
は
、
昭

和
四
十
三
年
度
全

国
優
良
町
村
と
し

て
全
国
町
村
会
長

よ
り
表
彰
さ
れ
、

近
く
北
海
道
町
村

会
か
ら
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
す

こ
れ
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
意
欲
的
な

町
づ
く
り
が
中
央

に
認
め
ら
れ
た
も

司
で
す
。
産
業
で

は
、
総
合
か
ん
ば

い
草
地
改
良
股
・

林
業
構
造
改
普
事

入
学
期
を
迎
え
、
苔
び
に
胸

ふ
く
ら
ま
せ
て
新
一
年
生
平
幼

稚
凶
児
の
登
校
(
周
)
が
始
ま

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

一
事
外
へ
出
れ

ば
こ
の
か
わ
い
い
子
ど
も
ょ
た

ち
に
も
交
通
戦
争
の
災
い
が
ょ

う
し
ゃ
な
〈
襲
っ
て
ふ
芯
支
す
。

昨
年
、
四
月
中
に
道
内
で
二

百
八
十
六
名
の
児
輩
、
闘
児
が

自
動
附
中
に
は
ね
ら
れ
死
ん
だ
り

け
が
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま

柴
の
よ
う
に
、
米
作
、
酪
段
、

林

業
を
法
幹
と
し
、圏、
道
の
施
策

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
町
内
産
業

団
体
と
緊
密
な
述
抽
出
協
調
の
も

と
に
道
南
随
一
の
恕
倉
地
帯
に

成
長
、
営
肢
の
安
定
と
佐
民
生

活
の
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

土
木
関
係
に
つ
い
て
も
、
道

路
の
改
良
、
舗
装
、
橋
梁
の
‘
氷

久
化
、
各
河
川
の
改
修
等
産
業

基
盤
の
確
立
に
努
め
、
ま
た
、

卒
先
し
て
都
市
計
商
事
果
の
指

定
を
う
け
、
史
観
と
交
通
安
全

を
越
関
と
し
た
段
村
で
は
山
色

町
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
闘
保
病
院
事
業
、

ーヲ

o 

〈山
;

を
着
々
と
実
施
し
て
、
町
.つ
く

り
に
歩
一
歩
と
前
進
し
つ
つ
あ

る
こ
と
は
ご
同
慶
に
川
唱
え
な
い

し
だ
い
で
あ
り
ま
す

Q

特
に
今
回
本
町
は
、

AO
t
M
町

村
金
か
ら
優
良
町
村
と
し
て
附

れ
の
表
彰
の
栄
作
を
受
け
ま
し

た
こ
と
は
、
町
づ
く
り
の
成
果

が
中
央
に
認
め
ら
れ
た
結
果
で

あ
り
、
今
後
こ
の
栄
誉
を
肝
に

銘
じ
一
回
町
民
の
ご
期
待
に
そ

う
よ
う
野
力
を
尽
く
す
覚
制
を

新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

税

負

担

の

続

減

と

行

政

水

準

の

向

上

を

柱

に

昭
和
四
十
四
年
度
の
市
嬰
悩

悦
之
し
て
は
、
町
民
の

『
税
負

担
の
軽
減
」
と
「
行
政
水
準
の

向
上
」
を
目
標
に
、
こ
れ
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
考
え
で

あ
り
ま
ず
。

第
一
の
税
負
担
の
軽
減
と
し

て
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
町
民
税
申
減
税
が
見
込
ま
れ

る
ほ
か
、
本
年
度
よ
り
町
独
自

の
施
策
と
し
て
回
定
資
産
税
部

を
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
、
削

1
凶
年
よ
り
三
ヶ
年
計
画
で
標

準
税
率
に
移
行
す
右
も
の
ー
で
す

第
二
は
行
政
水
準
の
向
上
対

策
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
占
は
公
共
建
築
物

の
不
燃
失
化
で
あ
り
ま
し
て
、

全
焼
の
虫
害
を
こ
お
む
り
ま
し

た
神
丘
小
学
校
に
つ

い
て
は
、

そ
の
経
験
が
ら
プ
ロ
グ
ク
建
築

と
し
て
復
旧

L
、
今
年
度
か
ら

記
、
空
通
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な

い
子
ど
も
が
入
学
ハ
闘
〉
で
行

動
半
経
の
広
が
る
こ
と
が
事
故

多
発
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す

干
ど
も
た
ち
に
、
交
通
の
知

誠
を
教
え
、

通
学
、
通
関
は
も

ち
ろ
ん
、
遊
び
に
出
る
際
も
事

政
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

教
え
て
お
き
た
い

交
通
の
き
ま
り

O
道
路
で
は
品
ず
歩
道
を
群
く

事
道
車
道
の
区
別
が
な
い
と
こ

ろ
で
は
必
ず
道
路
の
右
端
を
歩

。
〈O

道
路
を
杭
断
す
る
と
き
は
、

段
村
集
団
岬
巾
点
、
段
村
電
気
の

導
入
、
諸
属
殺
の
充
実
帯
、
社

会
福
剖
に
も
力
を
入
れ
、
健
全

財
政
と
あ
い
ま
っ
て
貨
か
な
町

づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

安
部
町
長
は
こ
の
喜
び
を
「

今
後
こ
の
栄
誉
を
肝
に
銘
じ
、

一
回
町
民
の
こ
期
待
に
そ
う
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。」

と
結
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
表
彰
は
、
全
国
で
六

十
二
町
村
、
全
道
で
三
町
村
で

す
。
ま
た
、
桧
山
管
内
で
は
江

差
町
に
続
き
=
番
目
の
受
一
彰
で

す。

新
築
を
訂
幽
さ
れ
る
今
金
小
学

校
に
つ
き
ま
し
て
'も
将
来
の
展

割
に
立
っ
て
こ
れ
を
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
之
し
、
火

災
の
防
止
と
維
持
授
の
軽
減
を

産業の振興を促進し i 
，~一諸施設を充実一一|

まを均りものもた栄作原 、業産
す期術入 額補 つ三を、 fliJ適に製本

L 的れ極助て本主目指に地つで町
てな 、的政閣の体c!l従適いあの
お発そに策、柱と、い而て Q I~ 
り展のとを道を L林末のは銀幹

左
右
の
安
全
を
確
か
め
が
。

O
駐
車
中
の
車
町
わ
き
か
ら
世

に
道
路
へ
出
な
い
。

O
道
路
で
遊
ば
な
い
。

で
き
る
だ
け
身
軽
に

予 ‘

L 

存

じ

国
民
年
金

品
宣

生
活
が
苦
し
い
た
め
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
ひ
之
は
、
保
険
料

を
免
除
し
て
も
ら
3
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
民
年
金
は
「
国
民
の
議
で

も
が
老
後
を
幸
せ
に
」、と

い
う

闘
い
か
ら
つ
〈
ら
れ
た
年
金
制

度
で
す
。

こ
れ
は
、
毎
月
一
定
の
保
険

料
を
納
め
て
老
後
や
万
一
の
事

故
に
備
え
る
と
い
う
社
会
保
険

の
方
法
を
と
っ
マ
い
ま
す
F

で

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
不
尊

に
し
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ご
主

ぞt
間
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

第
二
占
は
町
道
の
舗
装
化
で

あ
り
ま
す
。

抗
近
事
械
の
激
哨
に
伴
い
町

道
に
お
い
て
も
そ
の
緋
持
補
修

対
策
に
は
年
々
務
力
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
は
補
叫
起

似
を
も
っ
て
舗
装
化
を
進
め
る

刑
制
明
あ
り
ま
す
。

明
=
一
山
は
的
認
の
木
久
化
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
豊
田
橋

初
問
問
(
八
束
)
を
武
久
械
に

梨
替
え
を
計
間
し
、
今
後
の
橋

架
架
替
え
に
つ
い
て
も
経
済
効

果
、
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
て

速
か
に
企
橋
一
段
小
久
橋
の
夢
を
実

現
す
る
よ
う
努
め
る
考
え
で
お

り
ま
す
。

そ
の
重
点
施
策
事
項
と
し
て

北
部
桧
山
総
合
か
ん
ば
い
事
提

出
村
町
捕
進
、
問
削
境
軽
備
を
は

じ
め
、
日
進
共
同
利
用
悦
範
牧

場
計
闘
の
樹
立
、
林
道
五
ヶ
年

計
聞
等
強
力
に
般
逃
す
る
所
有

で
お
り
ま
す
。

商
工
柴
復
興
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
商
庖
街
診
断
を
基
に
、

南
工
会
と
も
緊
密
に
連
抗
し
て

逐
次
改
警
に
行
政
協
力
を
惜
し

ま
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
町
民
の
ご
支
援
を
得
て

青
山
少
年
会
館
が
完
成
し
背
少

年
の
健
全
育
成
が
期
待
さ
れ
ま

カ
バ
ゾ
の
ほ
か
に
工
作
道
具

な
ど
、
た
く
さ
ん
荷
物
を
持
っ

て
い
る
と
、
車
が
き
て
も
井
軽

な
動
作
が
と
れ
ず
危
険
で
す
。

荷
物
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

で

すの
免

除

制

度

か
人
を
亡
く
し
た
り
し
た
之
き
の

障
害
ド
生
母
干
年
企
は
も
ち

ろ
ん
、
満
J

ハl
叶
主
歳
か
ら
の
老

附
年
金
も
堂
け
と
る
こ
と
が
む

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
と
え
ぺ
弘
前
が
苛
I

い
か
ら
と
い
っ
て
保
険
料
を
滞

納
し
た
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、

せ
っ
か
く
あ
な
た
が
将
来
に
備

え
て
加
入
し
た
こ
の
制
度
も
、

む
だ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
長
、
な
い
と
き
は
、

役
場
町
民
諜
に
申
し
出
て
、
だ

さ
い
。
事
情
に
よ
っ
て
は
一
定

期
間
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

免
除
さ
れ
て
も
、
闘
の
負
制

分
(
保
険
料
額
白
二
分
の
一
〉

は
毎
月
間
制
み
立
て
ら
れ
て
レ
ま

す
の
で
、
万
一
の
場
合
に
も
均

企
は
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
放
っ
て
お
か
ず
必

ず
弛
除
の
手
続
き
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

す
が
、
本
年
度
も
部
蕊
福
祉
会

館
、
消
防
随
一
設
、
国
保
病
院
、

簡
易
水
道
等
施
設
の
充
実
を
は

か
る
所
有
で
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
陳
情
、
請
願
し
て

い
る
問
、
中
山
賢
母
入
事
栄
は
十

三
億
円
余
に
及
び
、
特
に
利
別

川
の

一
級
制
川
昇
格
に
よ
る
本

主
流
円
改
修
、
各
織
の
舗
装
、

改
良
、
民
市
川
町
似
旧
工
事
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

懸
案
事
項
の
要
請

さ
ら
に
懸
案
で
あ
り
ま
す
各

幹
線
道
路
の
刃
格
、
瀬
棚
線
の

存
続
運
動
、
今
金
保
健
所
の
改

築
、
今
金
高
等
学
校
の
統
合
、

同
改
良
普
及
所
の
統
合
、
産
業

開
発
道
路
の
促
進
、
交
通
安
全

対
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し

間
断
な
く
要
請
を
統
け
て
お
り

ま
す
。以

上
、
附
和
凶
十
四
年
度
内

執
行
方
針
を
中
し
上
げ
ま

L
た

が
、
『
政
少
の
経
費
を
も
っ
て

股
大
の
叫
果
を
あ
げ
る
』
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
及
ぶ
限
り
同
盟
、

道
山
口
の
導
入
を
は
か
り
、
町
費

と
あ
い
ま
っ
て
任
み
よ
い
町
づ

く
り
に
資
し
た
い
と
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

ーで竺主主主主デ一一一
『たばこ』はIIIT内で買いましょ う

町内で売られた『たばこ』の100苛の18.1が

たばこ消7'1税です。

ホ:1j:.は.1.167万円の収入が見込まれています。

一言言語意;:;z;

町
長
町
政
執
行
方
針

。
喜一

4
三一

!-z

5月の納税

4月30日

4月30日

5月31日

4・

固定資産融(1 J明)

軽1'1動車税(年骨〉

悶定資産税 (2則)
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プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を

使

用

す

る

方

家
庭
や
料
理
飲
食
陪
な
ど
で

プ
ロ
パ
ゾ
ガ
ス
を
使
わ
れ
る
方

は
、
次
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

(プ

ロ
パ
ン
カ
ス
販
売
所
か
ら

訟
一由
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
)

販
売
所
が
、
各
家
庭
な
ど
に

ガ
ス
を
売
っ
た
場
合
は
必
ず
ガ

ス
の
販
先
の
仕
方
、
ガ
ス
設
備

の
調
査
方
法
、
万

一
事
故
が
起

き
た
主
き
の
立
仕
な
ど
を
く
わ

し
く
省
い
た
告
函
を
わ
た
す

h

」

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
は
計
品
販
売

に
な
り
ま
し
た
)

ガ
ス
は
容
器

一
本
い
く
ら
と

い
う
販
売
で
は
な
し
に
、
一
キ

ロ
グ
ラ
ム

(一

立
方
メ
ー
ト

ル

)
な
ど
の
単
位
で
い
く
ら
と
い

う
販
品
に
変
わ
り
ま
し
た
。

口
う
と
き
は
、
容
掃
の
カ
ス

々
f¥ 

の
監
を
十
分
に
た
し
か
め
て
く

た
さ
い
。

(
使
用
し
な
い
プ
ロ
パ
ソ
ガ
ス

の
残
量
は
、
阪
売
庖
が
必
ず

引
き
と
り
ま
す
)

使
い
残
り
の
ガ
ス
は
販
売

所
で
設
盆
の
う
え
、
適
正
な
価

格
で
必
ず
引
き
取
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
販
売
所
に

申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

(
ガ
ス
の
容
器
は
、

自
分
で
取

り
わ
け
た
り
、
は
ず
し
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
)

容
慌
の
取
り
付
け
、
取
り
は

ず
し
、
運
燃
は
、
カ
ス
販
売
所

に
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
自
分

で
す
る
こ
と
は
法
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
し
、
き
わ
め
て
き
け

ん
で
す
。

に
な
り
ま
し
た
、

そ
こ
で
、
ふf
後
の
水
道
業
務

の
円
相
川
な
運
営
を
は
か
る
た
め

こ
の
四
月
か
ら
木
道
使
用
料
及

び
、
工
事
負
担
金
の
徴
収
を
つ

ぎ
の
方
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
徴
収
に
伺
っ
た
場

合
に
は
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
方
は
常
に
身
分

証
明
世
を
所
持
し
て
お
り
ま
す

の
で
、

顔
見
知
り
の
な
い
方
は

恥事
ん

一

4hp
一

帯
竺

出向

r 

水道使用料の徴収/

民 間 委託に

昭
和
一
二
十
九

年
水
道
の
給
水

開
始
以
来
、
水

道
係
で
使
用
料

の
徴
収
事
務
を

取
椴
っ
て
お
り

ま
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